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1. はじめに

「ヒガンゴモリJどいう用語の説明を 「総合日本民俗語集J＇ζ求めると 「彼岸綴り。九州の阿蘇
地方で春秋の彼岸に必ず登山をすること。コモリは地方によってはただ単lζ祭りの窓にも使われるが，

乙ζではその前後の物忌が守られたものと思う」（2）とある。熊本県阿蘇地方の多くのムラで行われて

いた乙の民俗慣行は， 今日では全く行われなくなってしまったり，たとえ行われているにしても期

間の縮小や儀礼の形式・内容の簡略化などを経験してきている。ただ彼岸に登山号する償行はみら

れなくなったとはいうものの，今日でも阿蘇地方には，特l乙秋彼岸に一週間続けて「オコモリ」と

いう一般的名称で呼ばれる儀礼を行っているムラ｛3）が存在しているのも事実である。では，何故多く

のムラで行われなくなった 「ヒガンゴモリJが，形式．内容の変化はあるにせよ幾つかのムラでは継

承されてきているのだろうか。

小論では，現在熊本県南阿蘇地方で行われている「ヒガンゴモリ」儀礼の諸摘を4つの事例を提示

しながら記述し，儀礼の持つ特質を明らかにするとともに，儀礼が継承されてきた婆因について若干

の考察を試みる乙とにする。

2. 調査地の概況｛4)

熊本県阿蘇地方は，五岳を挟んで北側の阿蘇谷と南側の南郷谷氏二分される。小論で取り上げるの

は，南郷谷の南端i乙位置し，東西13キロ，南北4.5キロの沼状の形をした農山村，久木野村である。

久木野村は，篠高1000-1200メートルの南部外輪山分水嶺より臼JIIへ降下した傾斜地にある。 「肥後

国昔、」によると，藩政時代iとは西から下久木野村，中久木野村，上久木野村IC分かれており， 手永圧

屋制度の下乙れらは布閏手永i乙属し，また現在の二子石地区は二子石村として高森手永iζ属していた
惨｛5)

といっ。明治4年の廃藩置県tζ伴い， 白川県第11大区第10小区となったが，その後明治22年の町村制度

実施により久木野村となり，西部の河陰．東部の久石という 2つの大字lζ分けられ現在K至っている。

昭和61年4月1日現在の人口は， 652t往宇野2,626人であり，南郷谷4カ町村の中では最も規模の小

さい行政村である。久木野村は現在9つの駐在区から成っており，それぞれに区長が置かれている。
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各駐在区は， 2ないし6の小部;gを含んでおり，乙の小部落が小論で取り扱うヒガンゴモリの実行麹

となっている。表 1』とみられるように，小部穫の規模は10世稽程度のものから70世帯程度のものまで

多様である。規模の小さな小部落は，，－通常それ自体が独自に！j、組合として機能しているが．中規模以

上の小部落は複数の小組合から梅成されているのが普通である。

村の主要な産業は農業である。米＋畜産＋雑作の農業経営で，中でも米lζ対する依存度が強かった。

しかし，米の生産調整によって米作依存型農業からの脱却を迫られ，トマトぞ中心とした野菜栽培，

禁たば乙，関主主作物の生産も熔加してきた。村の人口がピークにあった昭和30年頃まで生産人口の約

8~Jぞ占めていた農業人口は．昭和60年現在約 6 l!PJへと減少しているが，それ以上に目立のは，昭和

表1 4、部落ごとの世帯数と人口

久木野村役場総務課調べ（昭和61年4月1日現在）

キサ 大字 駐在区 小部洛 世帯数 男 性 女 1金 五十

1 上二子石 36 71 71 142 
中二子石 16 40 32 72 

2 弁手ロ 37 75 81 156 
久 久 原尻 21 43 44 87 

3 御練・桑原 13 24 25 49 
新村 18 25 32 57 
平素 20 42 40 82 
平原 15 29 31 60 

4 楽焼 14 25 36 61 
石 田崎 8 16 17 33 

木 中尾 9 13 9 22 
小牧 20 42 45 87 
井手下 10 15 12 27 
麦原 21 40 50 90 

5 上猶須 57 111 115 226 
下猶須 38 80 86 166 

6 中原 12 38 25 63 
野 観音寺 11 20 18 38 
河 室町 20 41 40 81 

7 柿野 36 78 80 158 
山田 15 35 39 74 
沼野 33 54 68 122 

8 岸野 72 150 164 314 
陰 堀渡 33 

村
72 65 137 

9 前川 18 32 29 61 
八霊木 20 35 36 71 
見瀬 19 30 28 58 
始野 10 16 16 32 

£口>. 計 652 1,292 1,334 2,626 
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24年に約8;§IJを占めていた専業農家主事が，昭和60年には約2151］へと著しい低下を示していることであ

る。また，村では約700頭前後いる和牛飼養を中心とする畜産や， 3500ヘクタール余を有する森林に

よる林業も行われている。昭和61年7月には，南部外輪山の中腹』ζ 「大規模年金保養基地・グリ ーン

ピア南阿蘇」がオープンしたことに示されるように，観光開発や諸機関の誘致ちもカを入れ始めてい

る。

村内iζは， 二子石日吉神社，原尻神社，上久木野神社，久木野神社の4つの村社があり，それぞれ

80, 25, 130, 300戸の氏子を抱えている（~）また曹洞宗の清水寺， 実家の了光寺や江善寺などの仏教寺
院も，人々の信仰生活の依り拠となっているが，村自体が東西に13キロと細長いので．隣接する高森

町， 白水村，長陽村にある社寺との関わりをそれぞれに持っている部落もある。さらに．村のあちこ

ちには観音堂，阿弥陀堂，妙見社など数多くの小1商があり，それぞれ小部溶ぞ単位とした年中行事の

際IZ:祭記の対象と成っている場合が多い。

3. ヒガンゴモリ儀礼の諸相
久木野村には今日でも，秋彼岸になるとヒガンゴモリ儀礼を一週簡続けて行っている部落がある。

筆者は昭和61年の秋lζ，中二子石．繍渡， 見瀬．八笠木という 4つの小部落で，乙れを観察する機会

lζ恵まれた。 ζ乙では，その前後に行った若干の聞きとり調査によって得られた情報で矯足しながら，

南阿蘇のヒガンゴモリの諸側面について簡単に延べてみたいと思う。． 中二子石
部落の中央に鎮座する妙見社の拝殿（公民館）(7）に，毎日2戸ずつ当番の主婦がマワシ（交代）で

詰め，参拝l乙来る人々を媛待している。当番の家は 「妙見サンノ茶ワカシJと呼ばれるが，そのマワ

シ始めは，部落を二分している葬式組（策組と西組）を単位として，東組と酋組から 1年交代とされ

ている。 当番の主婦たちは午前11時頃から日暮れ頃まで詰め，それぞれに準備した l升のご飯と煮し

めなどを参拝者i乙振舞う。妙見神社の簿殿（公民館）にやってきた当番の主婦たちは，まず1升飯を

大きな容器ごと妙見神社の神殿に供えて拝む。供えられたζのl升飯は 「オボクサンJと称される。

オボクサンには臼米が使用されるが，これは湯飲みに盛って参拝者i乙出され，必ずお湯をかけて食べ

るζととされている。部落の老人たちによると，自分たちが子どものときには白米が質重だったので，

もっと食べたいと思っても小さい湯飲みに l杯だけしかもらえなかったという。 今ではおかわりも何

杯でも自由である。小学生や保育園の子どもたちは，煮しめにはあまり箸をつけず，オボクサンだけ

を競っておかわりをして食べる。主婦たちが持ち寄った煮しめも妙見神社IZ:供えられるが，その品数

は奇数が良いとされている。筆者の観察では毎日大体11品であり，その殆どは部落の各家で穫れるも

のでまかなわれている。

一週間行われるヒガンゴモリに先立って， 18自には「妙見さん祭りJが行われる。乙れは，部落の

繁栄や部港民の無病患災を祈願するために行われるもので，隣村の白水村にある八坂神社（通称紙圏

さん）から神主を呼んでいる。 ζのとき部溶の男たちの手によってなわれた締め縄が妙見社の拝殿

（公民館）の前に張られ，組世話人の手でオミキアゲがなされる。

20臼からいよいよヒガ、ンゴモリが始まるわけだが， ζの臼は朝9時頃から部港内の村道脇の草を刈

るノミチヅクリ，妙見社の池を掃除するイケサライなどが行われる。これらの作業には各家から男た
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ちが出るものとされているが，実際には半数が女性であった。作業が終わるllB寺頃から部落の人々
は

拝殿（公民館）に集まる。組位話人が．妙見主士，妙見径の池，そして以前は妙見社の御殿に合犯さ
れ

ていた天神さんの嗣lζ御神酒を供えさす ミキアゲ4をする。午後になって三々五々訪れる参拝者の殆ど
は

中二子石の人々であるが，隣接する小部落である上二子石ゃ弁手口からと訪れる人もある。参拝者は
，
(8) 

子どもたちの場合男女を問わずよく訪れているが，中学生以上』Eなると女性のほうがかなり多い。
拝

殿（公民館）では織々な世間話K花が咲くととになるが 日没時になり部落の人々が大方訪れ終わる

と，当番の主婦たちはそれぞれの家IC引き揚げる。秋彼岸の一週間の閥毎日ζのプロセスが繰り
返

されるが，中日とm:終のケチガン （結願）には夜lζ公民館で宴会が開かれる。

． 繍渡

部落の北寄りに姻渡観音と呼ばれる観音堂があり ζ乙で一週間のヒガンゴモリが行われる。乙乙

の観音機は子ども好きで， 子どものζとをお願いすると御利益があると信じられており， ζれを部
落

の人たちは 「観音さんの前では子どもがどんなにあばれたり危険な遊び告しでも，絶対に怪我をし
な

いJとか 「観音さんの前で子どもを叱ると叱った大人のほうが病気になる（腹が痛くはる） Jという

諮りで表現する。乙 ζではいわゆる御2誌に縫るので「堂ゴモリjと呼ばれているが，春彼岸には一日

だけ，紋彼岸lζは一週間続っている。部落の33戸は上総 (19戸）と下組（14戸） IC.分かれており
，

ζの2つの小組合が隔年で当番を務めている。 当番の割り鍍りは．毎年新年の寄り合いの際IC.決め
ら

れる祭組の主主害者が管轄するとされているが 実際には担当する小組合の人々全員で決めている。
昭

和61年には下組が当番であり，毎日 2戸ずつ主婦たちが靭7時頃から夕刻jまで観音堂に詰めていた
。

主婦たちは，各自持ち寄ったオボクサン，御神酒．赤飯，煮しめなどを観音織に供えた後． 乙れら
を

訪れた参拝者lζ緩舞う。中二子石の場合と違って ζ乙のオボクサンは小さいにぎり飯である。戦
前

には任意ではあるが，特』ζ願をかけたい人々は，夜兵ぞ持ち込んで御堂』ζ積り夜を明かしていたと
い

う。参拝に訪れる人々は殆どが姻渡部i1Eの人であるが 同じ第八駐在区の岸野部落から訪れる人もあ

る。中自には第八駐在区 （岸野と堀渡）の体育大会が行われるが ζの8.ffij渡部落ではその打ち上
げ

を策ねて夕方から感大な宴会が観音堂の前で開かれる。カラオケ大会を中心とした乙の宴会は，秋
彼

岸の堂ゴモリの中でも最も盛り上がる場ゐり 人々は口々に「都落民の強固な結束」を強調する。
最

終日である26日はやはりケチガンと呼ばれ， ζのSICも夕刻より宴会が開かれるが．中臼ほどの感
り

上がりはみられない。ヒガンゴモリが行われる乙の期間 この部落に特徴的なものは中日の「腹願
立

てjとケチガンの 「腹願ほどきJである。腹願立てのBと腹願ほどきの臼IC，部落民各自が腹の病気

をしないように願をかけて観音堂に参ると．腹lζ関係する病気l乙はかからないという。 乙れは江戸
時

代に疫病が流行した際，都港の人たちがζ乙の観音様l乙折願したと乙ろ，疫病が収まったという伝
承

IC由来するとされている。またζζでは戦前IC• 任意ではあるが彼岸iζ阿蘇登山をしていた といわれ

るが，戦後は全く行われなくなったという。

． 見 滋

久木野村の西端の第9駐在区は4つの小部落から締成されているが，そのうち見瀬．八里木の両部

落で，秋彼岸i乙一週間のヒガンゴモリが行われている。見瀬部落｝ζは，約野谷川の菌に荒神さんの
嗣

堂がある。 ζの詞堂は神殿と集会所を禁ねた拝殿とから成り ヒガンゴモリは乙の鐸殿で行われる
。

予定神さんの詞堂には，猿田彦神，天照大伸が併紀怠れているが部落の守護神が荒仰である乙とは，
ζ
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の都港を単位として行われる年中行事がヒガンゴモリと10月28日の「荒神さん祭り」である乙とから

縫察できる。

秋彼岸の一週間の各自の当番はくじで割り当てる。部落の戸数が17となので，初日（彼岸の入り），

中日，最終日（ケチガン） Iとはそれぞれ3戸が，それ以外の臼には2声ずつ，やはり各家の主婦た

ちが務めている。くじで決められた当番は原則として「荒神さんが決めたことなので，都合が悪くて

も文句を言つてはいけない」とされているが，現実には相互に交代する場合もあるという。乙の部落

の場合，当番の主婦たちは一日中荒神さんの詞堂lζ鑓っているわけではなく，朝7ff寺頃，正午頃，午

後3時頃tζ神殿の3つの紳体にそれぞれ小さい茶わんl杯の臼米のと飯，御神酒，お茶，煮しめ，焼

酎，臼本酒などを供えに行く。 ζのご飯はことではブクサンと称され，ゴクサンや煮しめを供えに行

く行為は 「お茶を上げに行く」と称される。参拝κ訪れるのは殆ど部溶の人である。 早い人は午後4
時過まにやってくるが，現在では農業以外の駿号待っている人が多いので 皆が集まるのは普通夜の

7時過ぎであるという。参拝に訪れた部落の人たちはやはり世間話に花を咲かせる。 ζの部落では，

土用の入りの日4ζ無病息災を祈願して行った f御願立てJが終わるのが，彼岸の入りの「御願ほどき」

の臼である。以前は，乙の自には部1iの全員で総ゴモリ を行っていたが現在では当番の家が2, 3軒

程度寄るだけであるという。． 八里木
乙の部落I(は聖徳太子ぞ記る御堂があり集会所を兼ねているが，ヒガンゴモリはζの聖徳太子で行

われる。彼岸の入りの20日と最終8の268は4人，それ以外の日には3人の主婦たちが当番として鰭る

が，中日lζは総ゴモリと言って部落の全員が参集する乙とになっている。当番はウケマエと呼ばれ，

寄り合いの際に婦人会の幹部のイニシアチブの下で割り当てられる。ウケマエは，白米のと飯，煮し

め，赤飯，万十，巻きずしなどを持ち寄り，聖徳太子に供える。主婦たちは通常昼頃から鑓り，夕方

5 : 00頃までぞζの御堂で過ごす。終戦頃までは，鱗簸する柏野部落にある阿弥陀堂で堂ゴモリをし

ていた。しかし，昭和35年八里木組が柏野組から分離した際，田和9年から小さい嗣』ζ安置されてい

た禦徳太子を八里木の人々の心の依り拠とし，また集会の場をつくる ζ とも自的として，昭和37年3

月に現在の御掌が完成した。 ζのとき，八里木婦人会が発起人となり島宇野や当の八里木から浄財を募っ

たのである。昭和35年までは閉じ講組を組織していた柏野には，今でも阿弥陀堂はあるが戸数がわず

か10戸となり今では堂ゴモリはしなくなった。八笠木では聖徳太子堂にウケマエが縫るが，部落の人々

は参拝にやっては来ないという。中日に行われる総ゴモリの際にのみ，都港の各家が500円ずつ出し

合い昼頃からお茶を欽み世間話守する。戦前iζ柏野の主主ゴモリ i乙行っていたとはいうものの，八霊木

のヒガンゴモリの場合，昭和30年代半ば以降新しい形式と内容を備えて登場したものである。

4. 儀礼継承の構造

以上述べてきた南阿蘇の久木野村におけるヒガンゴモリの特性を簡単にまとめてみると表2のよう

になる。祭紀の対象，鰭る時刻．歴史などにおいては多様性がみられたが 一方では儀礼の内容や意

味についての類似性もみてとることができる。近隣の多くの村あるいは部溶で，戦前には一週間続け

て行われていたヒガンゴモリが，中日のみにしか行われなかったり，あるいは会く行われなくなって

いるという状況にあって，今日でも秋彼岸の一週間の閤ヒガンゴモリが行われている環由としては，
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表2 4つの部落におけるヒガンゴモリの特性比較

よ々T中 二子石 綴 渡 見 瀬 八皇木

世帯数（戸） 15 33 17 20 

人 ロ（人） 75 137 58 71 

名 称 オコモリ 堂ゴモリ オコモリ オコモリ
妙見サンノ茶沸シ 彼岸守 太子守

祭最E対象 中二子石妙見社 沼波観音 見瀬荒神 聖徳太子

歴 史 江戸時代以降 江戸時代以降 不詳 昭和36年以降

当 番 中高年の主婦 中高年の主婦 中高年の主婦 中高年の主婦

供 物 オボタサン オポクサン ゴク→ナン ゴクサン
煮しめ 煮しめ 煮しめ 煮しめ
御神酒 御神酒 御神酒 御神酒
その他 赤飯 赤飯 赤飯

その他 その他 その他

コモル時刻 11 : 00頃から 7: 00頃から 一日 3度 正午頃から
夕刻 夕刻 (7: 00、正午 夕刻

15 : 00) 

主たる参拝者 部落民 部¥i民 部落民 部落民

儀礼の意味 妙見社への感謝、 堀波観音への 荒神への感謝 聖徳太子の守
無病息災と部落繁 感謝、腹の病 病気の予防祈 護、娯楽
栄の祈願、娯楽 気の予防祈願 願、娯楽

娯楽

「普からやっているからJ，「部落民がなかよくするためJというような説明がなされる。しかしなが

ら， ζのような主観的な説明以外にも客観的な説明原理として考えられる要因の幾っかを提示する乙

とができると怒われる。ここではヒガンゴモリのもつ 「強化儀礼jとしての徳造的特質を示し，その

特質とヒガンゴモリの行われている都落のもつ特性を関逮怠せながら，若干の考察を試みてみたいと

思う。

．儀礼の徳造的特質

稲刈りを箆えた比較的関暇な時期に行われるヒガンゴモリは，その全てが各部落内にある宗教的存

在ぞ統合のシンボルとして行われる宗教的・鍛楽的行事であり 宗教的存在と人々との直接間接の交

流・交換の場である。そこではオボクサンや御神酒などを供え ζれを一般の参拝者に振舞う輪番制

の主婦たちが重要な役割を担っている。どのき匹落もそれぞれの宗教的存在と直接のコミュニケーショ

ンを図るのは通常中高年以上の主婦たちであり．家IC::中高年の主婦がいる場合，若い嫁が当番を務め

るζとは稀である。 一般の参t卒者となるそのほかの部審民は 当番の主婦たちを介して宗教的存在と

のコミュニケーションを図るという ζとができる。その際，供えられたオボクサンや御御酒あるいは

煮しめは，いわゆるカとと人との象徴的共食物として機能している。 ζζには，神人共食をその中心
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に据えた折口信夫の祭り認識（9）の表現様式が見られるのである。

儀礼参加者の殆どは部落の人々である。 i翼後する部落からも参拝に訪れる人があるが， ζの場合も

ヒガンゴモリが行われている部落の人々のネットワークを媒介にしているものが殆どである。他の部

溶の人々に尋ねても， 4つの部落で秋彼岸i乙行われるヒガンゴモリの儀礼内容を知らないばかりか，

そのような行事が行われているζとすら知らない人が殆どであった。しかし逆に，儀礼を行っている

それぞれの部落においては．ヒガンゴモリは年中行事の中でも最も重要な儀礼として認識されている。

儀礼に対する部落の人々の主観的認識は「オコモリ（堂ブモリ）をする部落のほうがまとまりがあ

るJ' 「部落民の仲がいいので，ζ うして皆まとまってオコモリをしているし，けんかなども殆ど起

きないJという諮りに表れる。また，社会交換論的iζ一般交倹とみなされる当番の輪番制というシス

テムは，人々の平等性を前提としており叩儀礼を実行することで， ζの平等性が確認される。このよ

うに，ヒガンゴモリは都港民の結束を再確認しこれを維持・強化する綴能を果たすという 「強化儀礼」叩

としての特質を強く備えているという乙とができる。

． 村落の構造的特質

ヒガンゴモリ強化儀礼としての特質をもっているとすれば，今日でも ζの儀礼を一週間続けて行っ

ている部落には，部落の結束を再確認しこれぞ維持 ・強化しなければならなかったなんらかの構造的

特質が存在すると恩われる。乙 ζでは，儀礼の継承を必要としてきた部落が，ある程度共通して持っ

ている矯造的特質について述べてみたいと思う。

まず第ーに，ヒガンゴモリ儀礼が行われるためには，祭紀対象としての宗教的存在が必要である。中

二子石，掲瀬，見瀬，八里木の4部落における祭紀対象は，それぞれ妙見社，観音堂，荒神堂，聖徳

太子堂と多様であるが，これらには共通点も見い出すζとができる。それは，祭杷対象の小規模性で

あり，それが必ず当該部溶の守護神としての性格を持つという ζとである。祭絶対象といっても小論

の2宣言で記述した4つの村社や仏教寺院など祭紀圏が小部落の範囲を越えるものはとの儀礼における

統合のシンボルとはなっておらず 乙ζにヒガンゴモリが小部落ぞ単位としてその部溶の結束を湾確

認し，維持・強化するという強化儀礼としての特質をもっている乙との一端を窺い知るζ とができる。

ヒガンゴモリが継承されてきている部落の第2の特質として 部落の規模を挙げるζ とが出来るだ

ろう。 4つの部落の戸数ぞみてみると，それぞれ15戸， 33戸， 20芦， 17戸という具合に，久木野村に

ある28の小部落の中でも比較的中小規模の部落であるζとがわかる。どの程度の規模の部落が最も強

い結束性を持ち得るかという ζとを明般に例証することは困難であるが，それでも部落の規模が大き

過まると儀礼継湾まについての部落全世稽のコンセンサスが得られにくく．また逆に規模が10戸程度あ

るいはそれ以下の部落では，祭記対象の有無に関わらず儀礼自体の実行が困難であるζとは容易に縫

察できる。

第3Iζ，ヒガンゴモリが継承されてきた部落のもつ規模以外の周縁的性格についての言及が必要と

なるだろう。 ζζでいう周縁的性絡の内容に関しては部落ごとにバリエーションが存在するが，それ

はいずれも隣接する他の部落との相対的関係においてもつ周縁性として位置づけるζとのできるもの

である。中二子石や堀渡はそれぞれ上二子石 岸野という規模の大きい小部落とともにひとつの駐在

区を形成しているが，村内の諸活動の多くの側面においてζれらの部落i乙押されがちである。そのこ

とは例えば，昭和60年に中二子石公民館ができる前には．駐在区の話し合いの折にはわさfわぎ隣の上
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二子石にまで出向かなければならなかったという事実や，岸野からは3人の村会議員が出ているのに

対して，堀渡からは l人しか出ていないなどという形で表現される。第9駐在区として村の西端iζ位

置する見瀬や八隻木などについてはf その地理的環療の不敏さが諮られる。久木野村』ζは小・中学校

が各1校しかないが，スクールパスが通う以前にはζれらの部落の子どもたちは8キロの道のりを歩

いて通学していたという。また閉じ駐在区の柏野部落が従来地主が多い部落であるのに対して，そ ζ

から昭和35年に分かれた八里木は，小作の多い部落であるという意味での椴対的な周縁性を部落の人

たちは認識している。ヒガンゴモリが，乙のような隣接部落l乙対する相対的な周縁性を補償する機能

を持つ儀礼として認識されていることは，人々が異口同音iζ発する f自分たちの部溶は小さいが，ま

とまりがゐるのでオコモリ（堂ゴモリ）をやっているが，あそ乙の（隣接する相対的に規模の大きい）

部落はζんな（いい）行事はやっていないJという一節に表現されるのである。

最後に，ヒガンゴモリが長年にわたって継承されるには，儀礼を行う人々の側にも連続性がなけれ

ばならない。 ζζでいう連続性とは 人々が自分たちの住ひ部溶にずっと留まっている乙と，すなわ

ち社会移動が少ない乙とを意味している。 4つの部穫では，いずれも 1～2戸の例外を除いては戦後

約40年の間社会移動による部落織成世帯の変化がはく，小部怒としての結束性がはかり易かったこと

も看過できない要因と息われる。期渡の場合は，他の3つの部蕗より部落の規模がやや大きいにも関

わらず結束が可能であったのは 部落の半数以上の世帯が吉沢姓を名のる乙とに示されるように，同

族都港としての伺質性と時間的連続性を兼ね備えていたからと考えられる。

5.お わり に

小論で筆者は，民俗儀礼が消滅あるいは縮少化の方向ぞたどる過程にあって， 一方では今日まで儀

礼を継承してきた部落が存在していることに着目し，儀礼それ自体と儀礼を継承してきた部落のもつ

構造的特質を明らかにしてきた。小論で取り上げた熊本県南阿蘇の久木野村にある 4つの部落のヒガ

ンゴモリ儀礼は，いずれも部務の結束を再確認し，乙れを維持・強化する機能をもっ「強化儀礼」と

しての特質を備えていた。そして．ヒガンゴモリのもつ乙の「強化儀式jとしての特質が，儀礼が継

承されてきた乙れらの部落のもつ構造的特質と関連している乙とを示唆する乙とができた。 4つの部落

において「強化儀礼Jとしてのヒガンゴモリが継承されてきたのは，

（！｝部落内i乙祭記対象としての宗教的存在があり，乙れを統合のシンボルとして部落の結束が図ら

れ易いζと。

(2｝部落の規模が，それほど大きくないこと。

(3｝儀礼を継承してきた部溶が 隣接する部落との栂対的関係において周縁的性格を有する乙と。

(4｝社会移動が少なく ，儀礼の継承が容易に行いうる乙と。

などの特質が存在していたからであるという ζとができる。小論で取り上げた 4つの部遂に限って蓄

えば，これらの特質を全て満たしている乙とが，儀礼が長年l乙渡って継承されてきた必要条件と考え

られるのである（図参照）。

小論で述べてきたヒガンゴモリ儀礼の構造は あくまでも一つの村審社会における数少ない事例を

通しての考察にすぎない。 ζζで提示した考察結果をもとにしてより高次の妥当性を導くためには，

久木野村以外における事例の収集K加えて 以前行われていたヒガンゴモリが行われなくなった部落
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図 ヒガンゴモリ儀礼継承の条件

における儀礼の消滅あるいは簡略化の過程を解明する ζとが必要となってくると思われる。
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